
社会や自然と向き合う中で　最新リポート

　高等学校の
修学旅行　

神
奈
川
県
立
海
老
名
高
等
学
校

沖
縄
　
３
泊
４
日


年

月
　
実
施

平
和
学
習
基
軸
に
沖
縄
へ

体
験
や
集
団
行
動
も
学
ぶ

大
阪
市
立
西
高
等
学
校

東
北
　
４
泊
５
日


年
９
月
　
実
施

都
会
に
な
い
暮
ら
し
、人

民
泊
で「
異
文
化
」体
験

（１５） 第２７９２号第３種郵便物認可２０１５年（平成２７年）４月４日（土曜日）

ひめゆり資料館を見学。事前学習の思いを込めて平和への献花

グスクロード公園で民泊先との離村式

お世話になった民泊先の人を囲んで記念写真

魚市場の見学

トレッキングを体験

沖縄満喫のシーカヤック

トラクターの運転を初体験

ジャガイモ収穫

牛のえさやり

安比で震災体験の講話

もち料理作りを体験

閉
園
ま
で
楽
し
ん
だ
Ｔ
Ｄ
Ｌ

　
大
阪
市
立
西
高
等
学
校

（
寛
座
純
一
校
長
）
は
、
１

９
２
１
年
に
創
立
し
た
大
阪

市
立
西
区
商
業
高
校
を
前
身

と
し
て
、

年
の
歴
史
を
持

つ
伝
統
校
だ
。

年
に
英
語

科
、
流
通
経
済
科
、
情
報
科

学
科
の
３
学
科
を
設
置
し
、

生
徒
は
入
学
時
か
ら
各
科
に

分
か
れ
て
専
門
分
野
な
ど
を

学
ん
で
い
る
。
そ
の
一
方
で

１
年
次
は
、
各
学
科
の
生
徒

３
分
の
１
ず
つ
か
ら
な
る
混

成
ク
ラ
ス
「
ミ
ッ
ク
ス
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
」
に
所
属
し
、
共

通
科
目
は
他
学
科
の
生
徒
と

と
も
に
学
ぶ
の
が
特
徴
だ
。

「
自
分
た
ち
と
は
違
っ
た
個

性
や
価
値
観
を
持
つ
他
の
学

科
の
生
徒
と
学
校
生
活
を
送

る
の
も
、
一
つ
の
異
文
化
体

験
」
と
河
野
茂
雄
教
諭
。
こ

の
経
験
は
、
２
、
３
年
生
で

学
科
ご
と
に
ク
ラ
ス
が
分
か

れ
た
後
で
も
「
横
の
つ
な
が

り
の
強
さ
」を
生
み
、学
年
、

学
校
全
体
の
帰
属
意
識
や
一

体
感
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

い
う
。

　
同
校
で
は
２
年
生
の
修
学

旅
行
に
つ
い
て
、
学
年
ご
と

に
行
き
先
を
決
め
て
い
る
。

近
年
は
北
海
道
方
面
で
実
施

し
て
い
た
が
、
昨
年
９
月
実

施
の
修
学
旅
行
で
は
行
き
先

に
東
北
方
面
を
選
ん
だ
。

　
４
泊
５
日
の
旅
行
の
具
体

的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
ま

ず
飛
行
機
で
宮
城
・
仙
台
空

港
に
入
り
、
松
島
の
遊
覧
船

上
で
東
日
本
大
震
災
の
被
災

体
験
を
聞
い
た
後
、
岩
手
・

奥
州
市
で
民
泊
を
開
始
。
３

日
目
の
朝
の
離
村
ま
で
、
生

業
体
験
な
ど
を
通
し
受
け
入

れ
家
族
と
交
流
。３
日
目
は
、

岩
手
・
安
比
高
原
に
移
動
し
、

津
波
体
験
講
演
会
と
自
然
体

験
学
習
、
生
徒
企
画
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
発
表
会
を
実

施
。
４
日
目
は
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
（
Ｔ
Ｄ
Ｌ
）
に

移
動
し
て
閉
園
ま
で
班
別
行

動
を
行
い
、
夜
行
バ
ス
で
５

日
目
の
早
朝
に
大
阪
に
帰

着
、
と
い
う
も
の
だ
。

　
こ
の
中
で
同
校
が
旅
行
の

柱
に
据
え
た
の
が
、
奥
州
市

で
の
民
泊
と
生
業
体
験
だ
。

民
泊
と
生
業
体
験
に
こ
だ
わ

っ
た
の
は
、
都
会
で
生
活
す

る
生
徒
た
ち
に
、
自
分
た
ち

の
食
べ
て
い
る
も
の
が
、
元

々
は
ど
の
よ
う
な
形
を
し
て

い
て
ど
の
よ
う
に
育
て
ら
れ

て
い
る
の
か
を
知
っ
て
ほ
し

い
と
の
思
い
が
第
一
。
第
二

に
、
核
家
族
が
大
半
の
生
徒

た
ち
に
、
大
家
族
や
年
配
の

人
と
の
生
活
を
体
験
し
、
人

と
の
つ
な
が
り
や
家
族
の
愛

情
に
触
れ
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
か
ら
。
第
三
に
は
、
都

市
部
と
は
違
っ
た
、
田
舎
と

い
う
「
異
文
化
」
の
暮
ら
し

方
や
価
値
観
に
触
れ
て
ほ
し

か
っ
た
か
ら
だ
。

　
修
学
旅
行
の
計
画
を
担
当

し
た
古
宇
田
佳
子
教
諭
に
よ

る
と
、
当
初
行
き
先
と
し
て

北
海
道
方
面
を
想
定
し
て
い

た
が
、
飛
行
機
代
の
負
担
が

重
く
費
用
面
が
厳
し
い
こ
と

や
、
民
泊
に
割
く
時
間
が
十

分
に
取
れ
な
い
こ
と
が
課
題

だ
っ
た
と
い
う
。
「
せ
っ
か

く
民
泊
を
や
る
の
で
あ
れ

ば
、
内
容
の
濃
い
も
の
に
し

た
か
っ
た
」
と
同
じ
く
修
学

旅
行
を
担
当
し
た
河
野
教

諭
。
費
用
や
行
程
の
面
で
無

理
な
く
民
泊
を
２
泊
す
る
こ

と
が
で
き
る
上
、
市
を
挙
げ

た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
充

実
や
旅
行
の
時
期
に
収
穫
時

期
を
迎
え
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
東
北
方
面
へ
の
旅
行
、

奥
州
市
で
の
民
泊
が
決
ま
っ

た
。

　
さ
ら
に
東
北
と
い
う
こ
と

で
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

体
験
を
聞
い
て
学
ぶ
機
会
を

２
回
、旅
程
に
盛
り
込
ん
だ
。

そ
の
他
、
民
泊
で
は
で
き
な

い
、
友
人
や
ク
ラ
ス
、
学
年

で
の
つ
な
が
り
の
確
認
や
思

い
出
作
り
の
場
と
し
て
、
ク

ラ
ス
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

時
間
を
設
け
た
ほ
か
、
Ｔ
Ｄ

Ｌ
で
の
班
別
行
動
時
間
を
十

分
に
取
っ
た
。

　
旅
行
前
に
は
、
各
ク
ラ
ス

か
ら
選
出
し
た
修
学
旅
行
委

員
が
、
松
島
や
民
泊
、
安
比

高
原
な
ど
に
つ
い
て
の
壁
新

聞
を
つ
く
り
、
コ
ー
ス
の
周

知
を
図
っ
た
が
、
事
前
学
習

と
し
て
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど

め
た
。
「
民
泊
に
つ
い
て
、

行
く
前
の
生
徒
の
認
識
は

『
普
段
の
生
活
と
は
違
う
ん

だ
ろ
う
な
』
程
度
だ
っ
た
は

ず
。実
際
に
現
地
に
行
っ
て
、

自
分
の
目
で
見
て
、
現
地
の

家
族
と
か
か
わ
っ
て
、
そ
の

上
で
感
じ
取
る
こ
と
、
驚
き

を
大
切
に
し
た
か
っ
た
」
と

河
野
教
諭
は
語
る
。

　
旅
行
の
柱
で
あ
る
民
泊
と

生
業
体
験
は
、
３
、
４
人
ず

つ

軒
の
受
け
入
れ
先
に
分

か
れ
て
実
施
し
た
。
生
徒
た

ち
は
、
肉
牛
の
世
話
や
ト
ラ

ク
タ
ー
の
キ
ャ
タ
ピ
ラ
の
整

備
、
稲
刈
り
な
ど
を
体
験
。

作
業
用
の
つ
な
ぎ
や
日
よ
け

付
き
の
帽
子
な
ど
を
用
意
し

て
く
れ
て
い
た
家
も
あ
り
、

外
見
も
農
家
に
な
り
き
っ
た

生
徒
た
ち
。
「
２
泊
し
た
こ

と
で
じ
っ
く
り
と
生
業
体
験

が
で
き
た
。
生
徒
た
ち
も
す

っ
か
り
な
じ
み
、
一
緒
に
な

っ
て
食
事
を
作
っ
た
り
犬
の

散
歩
に
行
っ
た
り
し
て
、
田

舎
の
家
族
の
あ
り
の
ま
ま
の

１
日
を
体
験
で
き
た
よ
う

だ
」
と
古
宇
田
教
諭
。
人
の

温
か
さ
や
伸
び
伸
び
と
し
た

環
境
の
中
で
、
学
校
で
は
見

ら
れ
な
い
柔
和
な
表
情
を
見

せ
る
生
徒
も
い
た
と
い
う
。

生
徒
た
ち
か
ら
は
「
白
い
ご

飯
が
お
い
し
い
」
「
お
や
つ

の
回
数
が
多
い
」
な
ど
の
声

が
あ
が
っ
た
ほ
か
、
岩
手
の

郷
土
食
で
あ
る「
も
ち
料
理
」

を
一
緒
に
作
り
、
食
べ
た
生

徒
か
ら
は
、
そ
の
多
彩
さ
や

も
ち
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
こ

と
へ
の
驚
き
も
聞
か
れ
た
と

い
う
。

　
修
学
旅
行
の
行
き
先
が
東

北
と
発
表
さ
れ
た
時

に
は
、
北
海
道
旅
行

へ
の
期
待
を
裏
切
ら

れ
た
生
徒
た
ち
か
ら

ブ
ー
イ
ン
グ
が
起
こ

っ
た
そ
う
。し
か
し
、

修
学
旅
行
か
ら
帰
っ
て
み
る

と
、
奥
州
市
か
ら
記
念
に
送

ら
れ
て
き
た
コ
メ
を
手
に
、

民
泊
先
で
の
ご
飯
の
お
い
し

さ
や
旅
の
思
い
出
を
に
こ
や

か
に
語
る
生
徒
た
ち
の
姿
が

あ
っ
た
。

　
「
生
徒
た
ち
の
日
常
の
中

で
『
ほ
ぼ
ゼ
ロ
』
だ
っ
た
東

北
の
存
在
が
、
民
泊
で
の
触

れ
合
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
思

い
出
と
と
も
に
確
た
る
も
の

と
な
っ
た
」と
古
宇
田
教
諭
。

民
泊
で
狙
っ
た
食
育
や
触
れ

合
い
に
つ
い
て
も
十
分
な
成

果
が
得
ら
れ
た
と
し
て
、

「
ほ
ぼ
満
点
の
修
学
旅
行
」

と
総
括
す
る
。

　
河
野
教
諭
は
、
民
泊
２
泊

に
震
災
学
習
や
Ｔ
Ｄ
Ｌ
研
修

と
い
っ
た
生
徒
に
経
験
さ
せ

た
か
っ
た
行
程
を
違
和
感
な

く
組
み
込
め
た
こ
と
を
、
修

学
旅
行
の
成
功
の
一
因
と
し

た
。特
に
民
泊
に
つ
い
て
は
、

「
『
生
徒
た
ち
が
大
人
に
な

っ
て
、
ど
こ
か
の
時
点
で
ま

た
奥
州
市
を
訪
れ
て
く
れ
た

ら
い
い
な
』
。
そ
う
思
え
る

充
実
し
た
も
の
だ
っ
た
」
と

高
く
評
価
し
た
。

　
神
奈
川
県
海
老
名
市
は
、

県
の
中
央
部
を
南
流
す
る
相

模
川
中
流
域
に
位
置
す
る
。

奈
良
時
代
に
は
相
模
国
分
寺

が
建
立
さ
れ
、
近
年
は
宅
地

開
発
も
進
み
人
口

万
人
に

拡
大
。
変
貌
す
る
首
都
圏
都

市
の
一
面
を
見
せ
て
い
る
。

　
全
校
生
徒
１
２
０
０
人
を

数
え
る
県
立
海
老
名
高
等
学

校
（
今
井
信
一
校
長
）
は
、

１
９
７
９
年
に
設
立
さ
れ
、

県
立
高
校
と
し
て
県
内
一
の

大
型
校
だ
。
「
夢
・
知
・
徳

・
体
」
の
四
つ
の
柱
で
「
真

の
文
武
両
立
教
育
」
を
実
践

す
る
。
ま
た
、
「
環
境
教
育

に
よ
る
探
究
心
の
育
成
」
を

学
校
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
、

校
内
に
太
陽
光
発
電
施
設
を

設
置
し
、
最
大
で

教
室
分

の
蛍
光
灯
の
電
気
を
ま
か
な

う
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
る
。

　
地
域
の
歴
史
と
伝
統
の
上

に
先
進
性
も

兼
ね
備
え
た

同
校
で
は
、

修
学
旅
行
の

分
野
で
も
他

校
に
先
駆
け

た
取
り
組
み

を
行
っ
て
き

た
。
相
川
和
俊
教
諭
は
「
１

９
９
３
年
に
県
内
の
公
立
高

校
と
し
て
、
航
空
機
を
利
用

し
た
初
め
て
の
沖
縄
修
学
旅

行
を
実
施
し
た
。
今
日
に
至

る
途
中
で
は
九
州
に
行
っ
た

時
期
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
と

こ
ろ
沖
縄
で
の
実
施
が
定

着
。
こ
れ
は
、
平
和
学
習
を

は
じ
め
交
流
な
ど
の
体
験
学

習
、
班
別
自
主
行
動
を
主
体

に
し
た
集
団
行
動
学
習
と
い

っ
た
修
学
旅
行
の
目
的
を
、

コ
ン
パ
ク
ト
に
凝
縮
し
て
い

る
の
が
沖
縄
だ
と
受
け
止
め

て
い
る
か
ら
だ
」
と
経
緯
と

目
的
を
語
る
。

　
と
り
わ
け
沖
縄
で
の
平
和

学
習
を
重
視
し
て
い
る
。


年
度
は
、
２
年
生
の

ク
ラ

ス
合
計
３
９
７
人
が
、

月


日
か
ら
３
泊
４
日
の
日
程

で
実
施
し
た
。
「
こ
の
人
数

だ
と
航
空
機
の
キ
ャ
パ
シ
テ

ィ
ー
の
関
係
な
ど
で
１
集
団

で
動
く
の
は
難
し
い
。
今
回

は
、
往
路
は
運
よ
く
一
括
だ

っ
た
が
、
復
路
は
２
便
の
分

割
と
な
っ
た
」と
語
る
の
は
、

修
学
旅
行
を
担
当
し
た
北
岡

克
明
教
諭
だ
。
大
型
校
で
の

航
空
機
利
用
の
難
し
い
側
面

も
垣
間
見
え
る
。

　
行
程
は
初
日
に
羽
田
か
ら

那
覇
へ
。
着
後
に
ひ
め
ゆ
り

資
料
館
の
見
学
、
ガ
マ
体
験

を
し
た
後
、
南
城
市
で
民
泊

先
の
入
村
式
。

　
２
日
目
は
、
昼
食
ま
で
民

泊
先
で
過
ご
し
、
離
村
式
の

後
、
平
和
祈
念
資
料
館
の
見

学
と
体
験
談
を
聞
く
。
午
後

４
時
ご
ろ
に
南
部
を
離
れ
、

次
の
宿
泊
先
で
あ
る
北
部
の

谷
茶
ベ
イ
ホ
テ
ル
へ
。
３
日

目
は
、
コ
ー
ス
別
の
体
験
学

習
に
終
日
を
当
て
、
４
日
目

に
首
里
城
な
ど
を
見
学
後
、

那
覇
空
港
か
ら
帰
途
へ
。

　
こ
う
し
た
コ
ー
ス
設
定
に

つ
い
て
同
校
で
は
、
「
前
半

が
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
だ

と
浮
つ
き
が
ち
だ
が
、
最
初

に
平
和
学
習
の
前
半
が
あ

り
、
そ
の
あ
と
で
民
泊
。
そ

こ
で
も
沖
縄
戦
の
話
が
出
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し

て
２
日
目
に
平
和
祈
念
資
料

館
な
ど
平
和
学
習
の
後
半
が

続
く
。
こ
の
入
り
方
が
良
い

と
思
う
」
（
北
岡
教
諭
）
と

ポ
イ
ン
ト
を
指
摘
す
る
。

　
事
前
事
後
学
習
と
修
学
旅

行
は
、
英
語
や
社
会
、
国
語

を
中
心
に
各
教
科
で
密
接
に

リ
ン
ク
し
て
い
る
。
特
に
事

前
学
習
で
は
「
平
和
記
念
資

料
館
か
ら
生
徒
全
員
分
の
ワ

ー
ク
ブ
ッ
ク
を
取
り
寄
せ
、

そ
れ
を
基
に
毎
週
の
ロ
ン
グ

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
総
合
学
習

の
時
間
を
活
用
し
て
、
長
時

間
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
平
和
学

習
に
取
り
組
ん
だ
。
記
録
映

画
を
鑑
賞
し
て
感
想
を
語
り

合
い
、
書
い
た
り
も
し
た
」

と
北
岡
教
諭
は
語
る
。

　
鑑
賞
し
た

映
画
の
一
つ

に
『
Ｇ
Ａ
Ｍ

Ａ
月
桃
の

花
』
（

年

公
開
、
文
部

科
学
省
選
定

日
本
映
画
。

沖
縄
戦
終
結

周
年
で
制
作

さ
れ
た
）
が
あ
る
。
そ
こ
に

は
、
戦
闘
や
悲
惨
な
シ
ー
ン

が
数
多
く
登
場
す
る
。だ
が
、

相
川
教
諭
は
「
戦
争
を
知
ら

な
い
世
代
が
大
半
に
な
っ
た

現
在
、
沖
縄
を
訪
れ
て
平
和

を
学
ぶ
た
め
に
は
、
知
っ
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
指

摘
し
、
平
和
学
習
の
重
要
性

を
滲
ま
せ
る
。

　
平
和
学
習
で
は
、
地
域
の

人
々
と
触
れ
合
う
こ
と
も
重

要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
り
、

そ
れ
を
体
現
さ
せ
る
の
が
民

泊
だ
。
「
何
か
を
作
っ
た
こ

と
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受

け
入
れ
家
庭
の
人
と
親
密
に

な
り
、
泊
ま
っ
た
晩
に
い
ろ

い
ろ
な
話
を
聞
い
た
こ
と
だ

ろ
う
。
だ
か
ら
、
離
村
式
で

は
、
互
い
に
抱
き
合
っ
て
涙

す
る
光
景
が
随
所
に
見
ら

れ
、
よ
ほ
ど
濃
密
な
時
間
が

過
ご
せ
た
こ
と
は
容
易
に
察

し
が
つ
く
」
と
北
岡
教
諭
。

　
３
日
目
の
コ
ー
ス
別
体
験

に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
設
定
も
あ

る
。
美
ら
海
水
族
館
の
見
学

と
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
や
カ
ヌ

ー
、リ
バ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、

む
ら
咲
む
ら
で
の
モ
ノ
作
り

な
ど
の
コ
ー
ス
の
ほ
か
に
、

観
光
コ
ー
ス
（
沖
縄
満
喫
観

光
、
バ
ス
１
台
）
を
設
定
し

た
こ
と
だ
。

　
修
学
旅
行
で
「
観
光
」
を

前
面
に
据
え
た
体
験
学
習
は

稀
有
だ
が
、
「
見
る
こ
と
を

通
し
て
地
域
の
文
化
に
触
れ

る
方
法
も
あ
る
。
旅
行
会
社

の
提
案
に
な
い
も
の
を
、
私

ど
も
か
ら
お
願
い
し
、
世
界

遺
産
の
今
帰
仁
城
ほ
か
歴
史

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
見
学
、
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
地
域

を
直
に
感
じ
取
る
機
会
も
設

け
た
」
（
相
川
教
諭
）
。

　
同
校
で
は
、

年
度
も
沖

縄
へ
の
修
学
旅
行
を
計
画
し

て
い
る
。
さ
ら
な
る
進
化
が

期
待
で
き
そ
う
だ
。

相川和俊教諭 北岡克明教諭古宇田佳子教諭 河野茂雄教諭

http://kankou.city.takayama.lg.jp/
http://www.furusato-taiken.jp/

